
ひろしま環境ビジネス推進協議会新規事業創出支援業務 

公募型プロポーザル選定委員会議事録（議事要旨） 

 

 項　　目 内　　　　　容
 

１ 日　　時 令和６年３月 22 日（金）　10 時から 12 時まで

 
２ 場　　所 広島県庁東館７階商工相談室

 

３ 出席委員

・ひろしま環境ビジネス推進協議会会長　早田　吉伸 

・公益財団法人ひろしま産業振興機構　経営支援統括センター 常務理事　大内　貞夫 

・広島県商工労働局新産業創出担当部長　空田　賢治 

・広島県商工労働局イノベーション推進チーム担当課長（ものづくり・新産業支援）　

出射　太 

・広島県商工労働局イノベーション推進チーム担当課長（環境エネルギー産業集積

促進）　増廣　浩二
 

４ 議　　題
令和６年度ひろしま環境ビジネス推進協議会新規事業創出支援業務の公募型プロ

ポーザル審査

 
５ 担当部署

ひろしま環境ビジネス推進協議会事務局 

（広島県商工労働局イノベーション推進チーム内）

 ６ 開催方法 参集

 

７ 議事内容

提出された提案書を基にプレゼンテーションによる審査を行い、最も高い評価値を

得たＢ社（株式会社 eiicon）を最優秀提案者として決定した。 

 

提案者ごとの主な評価・選定理由 

【Ａ社：株式会社ゼロワンブースター】 

＜新規事業創出プログラム＞ 

・　６社対象として支援し、目標件数の達成を目指す点や地方銀行を活用した企業

へのアプローチの有効性、実績のある育成プログラムについて評価された。 

・　事業スケジュールを考慮すると、他社とのマッチングの要否判断がやや遅く感

じると判断された。 

 

＜SCRUM HIROSHIMA（協議会の活性化）＞ 

・　参加企業募集に当たって、地方銀行を活用した企業へのアプローチは有効であ

ると評価された。 

・　オープンイベントや経営層向けイベントについて参加意欲を高める工夫がなさ

れていると言えず、不安があると判断された。 

・　コミュニケーションツールの提案があり、継続した意思疎通が期待できる点が

評価された。 

 

【Ｂ社：株式会社 eiicon】 

＜新規事業創出プログラム＞ 

・　具体的な候補企業を想定できており、ビジネスビルドを通じた経営者へのコミ

ットが期待できる点、また、プログラム内容が方法論として確立されている点が

評価された。 

 

＜SCRUM HIROSHIMA（協議会の活性化）＞ 

・　次年度参加企業の目途、感触があり、リレーションができていると評価された。 

・　参加企業が継続して交流する仕組みについて具体性に欠けると判断された。 

 

＜全体＞ 

・　マイルストーンの設定など、効果的なスケジュール設定になっていると評価さ

れた。


